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左から 富士山７合目、同 8 合目、新潟
越後妻有（砕く前） 


















た。縦 145cm、横 112cm の作品は、富山の公募展で入選した。	
	
	


































                                            
3 八田豊 
1930 年、福井県今立郡中河村（現・鯖江市）生まれ。金沢美術工芸専門学校（現・金沢美術工










て再興する。戦後 1948 年、集まった会員により「北美」創立。北荘の精神と方法を継承。30 回



































                                            





































































                                            
7	同上書	p.8.	
8	同上書	p.10.	
9		同上所	 	 	 	                          



























































                                            











































                                            
16	田中親美、水尾比呂志、寿岳文章	共著『日本の工芸 4	紙』	淡交社 1966 年	p.82. 
大瀧神社社殿		福井県越前市大瀧町		



























































































































































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
































































きさは長さ約 180cm、幅 90cm ほどで、まず厚い部分から吊り、高さや向きを決
めた後、その周りの部分にテグスをつけて壁や天井に伸ばし、動きをつけてい
った。繋げたり、不用な部分を破って取り除いたりすることで形を調整した。
                                            
26	前掲書『日本の工芸 4	紙』	p.66-67.	

























































 『空への還り方 ―脈―』 楮   

































                                            
27	こんにゃく粉と水で作る糊。和紙に塗ると強度が増す。塗ると防水にもなる。	
『空への還り方 14-6』 





































































































































































































































『空への還り方	15-1』	楮		2015 年 1 月	
 35 






























                                            



















































『cosmic perspective』 拡大 
 
	








	 また私は 2012 年に、自作の和紙を繋げたり重ねたりして壁に貼付けた、縦約





















塩保朋子 作品 2015 年 
 拡大 
塩保『cosmic perspective』 





























































































	 	 	 	 	 	『空わけて』H100×W73cm	ケント紙、鉛筆	2012 年	
	
3-2	『山に』	
























































































































































































日々のドローイング 2		 紙、鉛筆	 	
	2014 年 6 月 22 日	
	
日々のドローイング 1			紙、鉛筆	 	


















































































































































































































































































試作 1	 (約 H5×W6cm〜H5×W15cm)	

































































































































































	 	 	 	 	 『空を漉く』H215×W275cm		 雲肌麻紙、墨、胡粉絵具	2015 年	
桜	 石川県金沢市		2015 年 4 月撮影	 	
福井市美術館	展示風景 2	福井市美術館	展示風景 1	 2015 年 5月	
 62 
「空を漉く」 （拡大 1） 

















































































































































































































	 2007 年に大学に入学し、油絵を学んでいたが、その後、土（2008 年）、和紙（2010
年）、楮（2012 年）、鉛筆（2012 年）、インク（2014 年）、墨（2015 年）、と用いる素
材が変化した。	
	 第１章 1-1 で述べた山での原体験の後、















                                            
43	同上書	pp.149-150.	
長野県白馬で描いた風景画			





































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 ストックホルム	東アジア美術館	
 























































































	 縦 180cm、横 90cm サイズの紙を切り出した。紙を湿らせ墨汁を流し、乾燥さ
























































2015 年 9 月 7 日撮影（福井県丸岡町）	

































                                            
50 北宋の画家郭煕が画論書『林泉高致』(1117 年)で説いている空間表現法のひとつ。 




























胡粉で描く （拡大 2） 
胡粉で描く （拡大 1） 
 78 

















                                            
51 石川県白山市と岐阜県大野郡白川村にまたがる、標高 2702m の山で、日本三名山のひとつ 
2015 年 9 月 18 日	撮影	白山	登山道	 2015 年 9 月 18 日	撮影	白山	登山道	









































	 それまで、制作前に写経する際には A3 程の大きさの写経用の紙を使っていた
のだが、文字が小さいため手元の「作業」に近くなり、制作と離れていると感


















































岡田 為恭 『拾遺集歌意図	 自画賛』  
仮名文字で書いた真言  真言 拡大 


























































































































                                            
















































































































































































































































	 	 	 	 	 	 	
木炭で線を描く 











































































	 第 5 章で述べた『流れを紡ぐ』の一連の作品で得た課題を踏まえ、和紙の色
や質感と、墨の滲み、筆で描く線を融合させ、かつ身体を使って筆で伸びやか
に描き、鑑賞者を包みこむ作品を制作したいと思った。	

















2016 年 3 月撮影	 福井県と石川県の県境周辺	

























2016 年 3 月撮影	福井県坂井市丸岡町		
竹田地区周辺	2	
 98 






























                                            















金沢市	2016 年 5 月撮影	 金沢市	2016 年 5 月撮影	


















































	 	 	 	 	 	
	 	
	






	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	
















































































































































                                            
































































































































































































































































































































                                            
86	同上書	p.104.	



































































                                            
93	前掲書『造形思考	[上]』	p.36.	
94		W・ハフトマン	『パウル・クレー	造形思考への道』	美術出版社	1982 年	p.158. 








































































＊	吉田	富久一『土岡秀太郎生誕 100 年記念	 沃土	―八田豊と福井の現代アート―』		
				現代芸術研究会	1995 年	
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